
山本太郎さん 講演会
◎日時

◎場所

◎定員

◎参加費

◎主催：　宇都宮・放射能から子どもを守る会

◎連絡先：　utsunomiya.save.child@gmail.com 

11月5日（土） 18:30開場

宇都宮市文化会館

５００名

１０００円

小ホール

～いま、原点に還って考える、放射能汚染問題、原発問題～

鋭い危機意識とパワフルな行動力で同問題に取り組んでおられる俳優の山本太郎
さんをお迎えします!

原発事故以降の７ヶ月を振返って、私たち一人一人が今の生活を改めて見つめ直
してみる、、

今まで意識を向ける事のなかった問題について、少し立ち止まって考えてみる、、

そんなきっかけになれば嬉しいです。

「何事もなくてよかったね」って笑って数年・数十年後を迎える為に、今できる
最善を尽くす義務を私たち大人全員が負っているのではないでしょうか？

講演者　山本太郎さんの紹介
高校在学中に『天才・たけしの元気が出るテレビ!!』出場がきっかけとなりTV界入り。
俳優として、NHKの『ふたりっ子』、映画『バトル・ロワイアル』など、広く活躍。　NHK教育の
トーク番組『トップランナー』では2005年から2008年まで司会を務めた。
今年4月9日、自身のTwitter上にて「黙ってテロ国家日本の片棒担げぬ」と発言し、翌4
月10日には福一原発事故に関連した原子力撤廃デモへ参加。　5月27日、所属事務所
のシス・カンパニーを退社。　「将来の日本の、そして子どもたちのために、僕が動くことで
リスクを訴え続けていかなければならないんです」と力強くコメントする。　フリーになってか
らツイッターのフォロワーが11万人を超過。

当日販売のみ

◎講演者

中学生以下無料

山本太郎さん

NPO法人ｾｲﾋﾟｰｽﾌﾟﾛｼﾞｪﾄ講師

18:45開演　20:45終了



☆講演会開催にあたって寄せる思い

原発事故よって空気・水・土が放射能によって汚染され、未曾有の事態に国の対応
も混乱を極め、国民の安全確保を必ずしも最優先に考えていない様子もわかってき
ました。

そんな中、自発的な危機意識に駆られて、意識を向けることのなかった「放射能」
について、にわかに勉強を始めた大人たちはたくさんいます。　私たち「宇都宮・
放射能から子どもを守る会」も、そんな大人たちが自発的に集まったにわか集団で
す。

専門家が集まってもコンセンサスに至らない安全基準について、素人がにわか勉強
を積んでもなかなか実態は掴めません、、。

一方で、国は「風評被害」という言葉を錦の御旗に見立てて「安心」を押し売り、
本気の「安全」保証にはなかなか至らない様子です、、。

　・不安な気持ちを抱えながら日々過ごす人、、

　・無力を感じて、ただ行政施策に期待を寄せる人、、

　・現実を直視することを回避して日々過ごす人、、

どの選択も恐らく妥当なのだと思います。

しかし、広島原爆１６８個分（セシウム１３７放出量）にも及ぶ放射能汚染が現実
に起こり、私たちが大切にするここ栃木の空気・土・水が汚され、子どもの健康が
放射能影響に少なからず晒されている現状を無視する訳にはいかないと思います。

「「「「何事何事何事何事もなくてよかったねもなくてよかったねもなくてよかったねもなくてよかったね」」」」ってってってって笑笑笑笑ってってってって数年数年数年数年・・・・数十年後数十年後数十年後数十年後をををを迎迎迎迎えるえるえるえる為為為為にににに、、、、今今今今できるできるできるできる最最最最
善善善善をををを尽尽尽尽くすくすくすくす義務義務義務義務をををを私私私私たちたちたちたち大人全員大人全員大人全員大人全員がががが負負負負っているのではないでしょうかっているのではないでしょうかっているのではないでしょうかっているのではないでしょうか？？？？

市民の無関心が行政の無対応を許してしまっているのかもしれません。

そんな思いから、「「「「私私私私たちたちたちたち一人一人一人一人一人一人一人一人がががが、、、、今今今今のののの生活生活生活生活をををを改改改改めてめてめてめて見見見見つめつめつめつめ直直直直すきっかけにしすきっかけにしすきっかけにしすきっかけにし
たいたいたいたい」」」」とととと思思思思ってってってって今回今回今回今回のののの講演会講演会講演会講演会をををを企画企画企画企画しましたしましたしましたしました。。。。

講演者としてお迎えする俳優の山本太郎さんは、5月に所属事務所を退職して鋭い
危機意識とパワフルな常動力で活動を続けておられる「筋金入り」のにわかです。
いや、今や到底「にわか」と呼ぶこともできないレベルに近づいてられるのかもし
れません。

是非、意識ある大人が集い、子どもたちの未来を考える、有意義な講演会にしたい
と思います。　どうぞ宜しくお願いします。


